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改正感染症法への対応について 

 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、感染症に基づく特定病原体等の管理規制が強化され、弊社におきましてもこの

改正に対応し、検査体制の一部を変更させて頂きますので、御案内申し上げます。 
改正感染症法では、特定病原体の取り扱いや運搬等について厳しく規制されており、先

生方にはご不便をお掛けする場合もございますが、何卒ご理解ご了承の程、宜しくお願

い申し上げます。 
                    敬 具 
 2007 年 8 月 
 
＊ 法令についての詳細は、厚生労働省ウェブサイトを御参照下さい。 

http：//www．Mhlw．go．jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/03．html 

 
● 特定病原体菌株での検査ご依頼について 

1） 一種～三種病原体菌株を弊社集配者がお預かりする事は、法令上の要求事項に準

拠した対応が不可能である事より、お断り致します。 
2） 四種病原体と確定している菌株をご出検される場合は、感染症法に定められた容

器を、ご出検施設様でご用意して頂けた場合のみ、受領、検査致します。 
3） いかなる場合であっても、感染症法に定められた容器に入れられていない菌株の

受領、運搬は感染症法違反となりますので、何卒ご理解の程お願い致します。 
 

● 弊社で検出された特定病原体の取り扱いについて 
1） 一種～三種病原体が同定された場合、報告日より起算して９日目（休日含む）に

滅菌処理致します。滅菌処理に当たり、事前のご連絡は割愛させて頂きます。 
2） 四種病原体が同定された場合、結核菌を除き、報告日より起算して９日目（休日    

含む）に滅菌処理致します。結核菌は一ヵ月後に滅菌処理致します。滅菌処理に

当たり、事前のご連絡は割愛させて頂きます。 
3） 一種～四種病原体の返却につきましては、原則行ないません。公的機関（保健所、 

地方衛生検査所等）の管理・監督下において、法令の定めに準拠した菌株の運搬

を実施する場合のみ返却致します。 
 
● その他の病原体の取り扱いについて 

今回の改訂感染症法に該当しない菌株につきましては、従来通りの対応となります。 
 
 



国が所持を把握 病原体等の適正管理について

● エボラウイルス ● SARSコロナウイルス

● クリミア・コンゴ出血熱 ● 炭疸菌

ウイルス ● 野兎病菌 黄熱ウイルス

● 痘そうウイルス ● ペスト菌 クリプトスポリジウム

● 南米出血熱ウイルス ● ボツリヌス菌 結核菌

● ラッサウイルス ● コクシジオイデス真菌 コレラ菌

● サル痘ウイルス 志賀毒素

（以上6） （以上6） ● 腎症候性出血熱ウイルス 赤痢菌属

● 西部ウマ脳炎ウイルス チフス菌

● ダニ媒介脳炎ウイルス 腸管出血性大腸菌

● オムスク出血熱ウイルス パラチフスA菌

● キャサヌル森林病ウイルス ポリオウイルス

● 東部ウマ脳炎ウイルス

● ニパウイルス

● 発しんチフスリケッチア ● ウエストナイルウイルス

● ハンタウイルス肺症候群ウイルス ● オウム病クラミジア

● Bウイルス ● デングウイルス

● 鼻疸菌 ● 日本脳炎ウイルス

● ブルセラ属菌

● ベネズエラウマ脳炎ウイルス

● ヘンドラウイルス

● リフトバレーウイルス

● 類鼻疸菌

● ロッキー山紅班熱リケッチア

● 国又は政令で定める ● 試験研究等の目的で

法人のみ所持（施設を 厚生労働大臣の許可

特定）、輸入、譲渡し を受けた場合に、所

及び譲受が可能 持、輸入、譲渡し及び

● 運搬の届出(公安委） 譲受けが可能

● 発散行為の処罰 ● 運搬の届出(公安委）

● 病原体等に応じた施設基準、保管、使用、運搬、滅菌等の基準（厚生労働省令）の遵守

● 厚生労働大臣等による報告徴収、立入検査

● 厚生労働大臣による改善命令

● 改善命令違反などに対する罰則

(以上15）

所持等の禁止
《一種病原体等》

所持等の許可
《二種病原体等》

●

基準の遵守
《四種病原体等》

所持等の届出
《三種病原体等》

Q熱コクシエラ

狂犬病ウイルス

●

●

●

● マールブルグウイルス

●

●

●

(多剤耐性結核菌を除く）

病原体等の種類等に

ついて厚生労働大臣

●

●

● ボツリヌス毒素
政令で定めるもの

政令で定めるもの

多剤耐性結核菌

●

●

●

●

●

インフルエンザウイルス

（H2N2、H5N1、H7N7)

●

●

（以上23）

● 日本紅斑熱リケッチア

へ事後届出(7日内)

運搬の届出(公安委)

 
 
 



病原体の種類 一種病原体等 二種病原体等 三種病原体等 四種病原体等

菌株の受領
について

受領出来ません。 受領出来ません。 受領出来ません。

出検先にて輸送容
器をご用意して頂い
た場合のみ受領致
します。

検査可能菌種
について

検査出来ません。 検査出来ません。
多剤耐性結核菌
のみ検査致しま
す。

結核菌、コレラ菌、
赤痢菌属、チフス
菌、腸管出血性大
腸菌、パラチフスA
菌は検査致します。

菌株の保管
期間について

報告日より起算し
て9日目に滅菌処
理致します。

結核菌以外は報告
日より起算して9日
目、結核菌は1ヶ月
後に滅菌処理致し
ます。

菌株の返却
について

代表的な
病原体

多剤耐性結核菌

結核菌、コレラ菌、
赤痢菌属、チフス
菌、腸管出血性大
腸菌、パラチフスA
菌他

菌株の返却は、原則行いません。公的
機関の管理・監督下において、法令の
定めに準拠した菌株の運搬を実施する
場合のみ返却致します。

特定病原体の取り扱いについて(細菌学的検査)

 


